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⼤阪科学技術センター

2 0 1 6 年 度  ⽇ 本 建 築 学 会 近 畿 ⽀ 部  シ ン ポ ジ ウ ム

持 続 可 能 社 会  の た め の
住 ま い の デ ザ イ ン ビ ジ ョ ン
-  シ ェ ア リ ン グ  エ コ ノ ミ ー  の 視 点 か ら  -

2017 年  ３⽉  １５⽇（⽔）13：30 - 17：00 ⼤ 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー ８階 ⼤ ホール

主催： ⽇本建築学会 近畿⽀部 
協賛： ⼤阪科学技術センター ⽇本建築協会 ⼤阪府建築⼠会 ⽇本建築家協会近畿⽀部 ⼤阪建設業協会 ⼤阪府建築⼠事務所協会
 ⽇本建設業連合会関⻄⽀部 ⽇本建築構造技術者協会関⻄⽀部

パネリスト（敬称略）

吉原 勝⼰  （吉原住宅 スペースＲデザイン )   - ⼤家さんの仕事の観点から -
⻄⼭ 直⼈  （都市再⽣機構）    - ストック再⽣・活⽤の観点から -
松岡 聡  （近畿⼤学 松岡聡⽥村裕希）   - 建築の⼿ごたえを留めるデザインの観点から -
藤村 ⿓⾄  （東京藝術⼤学 RFA）    - 郊外住宅地の持続可能性の観点から -
⾺場 正尊  （Open A 東北芸術⼯科⼤学）   - エリアリノベーションの観点から -

コーディネーター（敬称略）

髙⽥ 光雄  （京都⼤学）

定員　｜ ３００名　（申込先着順）

参加費｜ 主催／協賛団体会員 2,000 円　会員外 3,000 円　学生 1,500 円※受付で学生証提示

申込　｜ E-mail または当支部HP（下記）より、氏名・所属・会員区分・メールアドレスを明記のうえ、お申込み

 ください。

問合せ｜ 日本建築学会近畿支部　http://kinki.aij.or.jp/　E-mail　aij-kinki@kfd.biglobe.ne.jp　TEL　06-6443-0538



藤村 ⿓⾄ （東京藝術⼤学 RFA）- 郊外住宅地の持続可能性の観点から -
東京藝術大学准教授／ RFA 主宰
1976 年東京生まれ。2008 年東京工業大学大学院博士課程単位取得退学。2005 年より藤村龍至建築設計事務所 ( 現 RFA) 主宰。2010 年より東洋大学専

任講師。2016 年より東京藝術大学准教授。建築設計やその教育、批評に加え、公共施設の老朽化と 財政問題を背景とした住民参加型のシティマネジメ

ントや、日本列島の将来像の提言など、広く社会に開かれたプロジェ クトも展開している。

松岡 聡 （近畿⼤学 松岡聡⽥村裕希）- 建築の⼿ごたえを留めるデザインの観点から -
近畿大学教授／松岡聡田村裕希共同主宰
1973 年愛知県生まれ。1997 年京都大学卒業、2000 年東京大学大学院修了、2001 年コロンビア大学大学院修了後、UN Studio、MVRDV、SANAA を経て、

2005 年松岡聡田村裕希を共同設立。主な著書に「Sight and Architecture」、「サイト―建築の配置図集」。2014 年日本建築学会教育賞、2015 年日本建築

設計学会賞、2016 年 JIA 新人賞等受賞。

⻄⼭ 直⼈ （都市再⽣機構） - ストック再⽣・活⽤の観点から -
都市再生機構　西日本支社　大阪エリア経営部　計画推進チームリーダー
1990 年～不動産デべロッパーにてニュータウン・マンション・戸建開発、遊休資産の有効活用事業に携わる。2002 年都市基盤整備公団（現：ＵＲ

都市機構）入社。団地の中に BBQガーデン・工房・音楽スタジオの設置を全国で初めて手掛けるなどストックの付加価値の創出、プロモーションを

担当。現在は、ストック再生計画を推進するほか、住戸リノベーション・共用空間の改修・ＤＩＹの普及などに取り組んでいる。

吉原 勝⼰ （吉原住宅 スペースＲデザイン ) - ⼤家さんの仕事の観点から -
吉原住宅有限会社／株式会社スペースＲデザイン 代表取締役
福岡市中央区の旅館育ち。福岡高校，九州大学理学部生物学科卒業後，旭化成で臨床研究を 17年行い，大家業の吉原住宅に後継者入社。 2003 年，

老朽化経営危機 の「山王マンション」で、福岡初のリノベーションが経営再生とひとのつなが りを生むことを確認し「ビンテージ不動産」の概念を

確立。築 58 年「冷泉荘」では福岡市都市景観賞受賞。福岡市中心に 28 棟を再生。久留米市では団地再生事業，大牟田市では商店街再生など福岡県

下のまちで活動中。

持 続 可 能 社 会  の た め の

住 ま い の デザインビジョン -  シェアリング エコノミー の 視点 から  -

パネリスト

コーディネーター
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⾺場 正尊 （Open A 東北芸術⼯科⼤学）- エリアリノベーションの観点から -
Open A 代表／東北芸術工科大学教授／建築家
1968 年佐賀県生まれ。1994 年早稲田大学大学院建築学科修了。博報堂で博覧会やショールームの企画などに従事。その後、早稲田大学博士課程に復学。

雑誌『A』の編集長を経て、2003 年 OpenA を設立。建築設計、都市計画、執筆などを行う。同時期に「東京 R不動産」を始める。2008 年より東北芸

術工科大学准教授、2016 年より同大学教授。建築の近作として「観月橋団地 (2012)、「道頓堀角座」(2013)、「佐賀県柳町歴史地区再生」(2015) など。

近著は『PUBLIC DESIGN 新しい公共空間のつくりかた』( 学芸出版 ,2015)、『エリアリノベーション 変化の構造とローカライズ』( 学芸出版 ,2016)

髙⽥ 光雄 （京都⼤学）
京都大学大学院教授
1951 年京都市生まれ。京都大学工学部卒業。同大学院修了。2003 年より現職。博士（工学）。一級建築士。地域の歴史や文化を活かした住まい・

まちづくり、スケルトン・インフィル方式の住宅ストック再生への適用、シナリオ・アプローチによる住まい・まちづくり計画手法の開発などに取

り組む。日本建築学会賞（論文）、同作品選奨、都市住宅学会賞（論文、著作、業績）、日本建築士会連合会賞など受賞。

　　人口減少・少子高齢化が急速に進行している日本において、有限の

資源・財産を分かち合い、既存のストックを有効に活用して、いかにし

て質的に豊かな生命と暮らしを創造していくのかという問題を、建築の

原点としての” 住まい” という切り口から、改めて問い直す機会を設け

たいと考えます。

　　大量生産・大量消費の時代の後に、「再」を意味する「ＲＥ（リ）」

が一世を風靡しましたが、現在は「協働」を表す「ＣＯ（コ）」の時代と

言われています。持続可能な未来社会を実現していくためには、事物よ

りも関係が、フローよりもストックが、所有よりも利用が、個人よりも集団

が重要になると考え、「シェアリングエコノミーの視点から」というサブタ

イトルを掲げました。

　　本シンポジウムでは、多彩な経験、広い視野をお持ちのパネリストをお

招きし、皆様との活発なディスカッションを期待しております。参加者が今

後の建築活動を通して、ハードのみならずサービスやライフスタイルの提案

などを含め「住まいのデザインビジョン」を探求する有意義なシンポジウム

にしたいと考えています。

2 0 1 6 年 度  日 本 建 築 学 会  近 畿 支 部   シンポジウム　http://kinki.aij.or.jp/

協賛 : 大阪科学技術センター　日本建築協会　大阪府建築士会　日本建築家協会近畿支部　大阪建設業協会　大阪府建築士事務所協会　日本建設業連合会関西支部　日本建築構造技術者協会関西支部


